
1本会議、各委員会の模様は、右のＵＲＬ・２次元コードからインターネット中継でもご覧いただけます。 　https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/

可決した

主な条例案

の概要

●かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金条例（制定）
　新型コロナウイルス感染症対策の最前線で、様々な困難を抱えながら医療、福祉、
介護の業務に従事する方々を応援するための事業に必要な資金を積み立てる基金
を設置し、これを活用した事業を実施するための条例案を審議し、制定しました。
　なお、県議会議員の期末手当の減額措置や国外調査等の自粛による経費減額
分の約１億円と、知事等の特別職及び管理職手当受給者の期末手当・勤勉手当の
減額措置分の約５億8,000万円が、県民の皆様からの寄付とともに本基金に積
み立てられました。

●県議会議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例（改正）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、県民生
活や県内事業者の経済活動が大変困難な状況に直
面している中、県議会議員の令和２年６月及び12月
の期末手当について、規定の金額から10％を減額し
て支給するための議員提案条例案を全会一致で可
決し、改正しました。

主 な 活 動第 1 回臨時会・第 2 回定例会
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　このたび、名誉と伝統ある神奈川県議会第113代議長に就
任いたしました。身に余る光栄であります。
　新型コロナウイルス感染症により、県民・県内事業者の皆様の
生活が大変な状況に直面している中、議長として、改めてその
重責を痛感しております。現在、本県では、新型コロナウイルス
感染症対策が喫緊の課題です。さらに、ＳＤＧsの理念等を踏
まえた「かながわグランドデザイン」第3期実施計画に取り組ん
でいるところであり、なかでも、「ともに生きる社会かながわの
実現」、「経済のエンジンを回す取り組み」、「災害に強いまち

づくり」、「市町村との連携」など、取り組むべき課題が山積しています。
　県議会として、新型コロナウイルスにしっかりと対応することはもとより、持続可能
な社会の実現に向けた各課題をしっかり審議し、必要な提言を行ってまいります。
　また、県民の視点に立った開かれた議会となるよう、議長としての役割を積極的に果た
していくとともに、自然災害やＩＣＴの進展など、時代の変化、環境の変化に伴う新たな課
題に機敏に対応できる県議会を目指してまいります。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

　このたび、栄えある神奈川県議会第114
代副議長に就任いたしました。重責に身が
引き締まる思いです。
　現在、新型コロナウイルス感染症により、
多くの県民・事業者の皆様は、これまで経
験したことのない困難の中にあります。
　県議会としても、こうした難局を乗り越え
るため、そして、県民の皆様の命や生活、
事業者の皆様の活動を守るため、県執行部

と十分な連携を取りながら対応していくことが大変重要であり、新しい
生活様式の模索と実践をしていかなければならないと考えております。
　県民の視点に立ち、神奈川のあるべき姿を希求し、そして、神奈
川の未来を、県民のため、県民とともに築いていけるよう、県議会が
全力をあげて、精一杯、努めてまいります。どうぞ、よろしくお願い申
し上げます。

神奈川の未来を、県民のため、
県民とともに築いていけるよう、
県議会が全力をあげて努めます

新型コロナウイルス感染症にしっかりと対応すると
ともに、新たな課題に機敏に対応できる県議会を
目指します

献花する嶋村議長（右）、いそもと副議長（左） 

●議案等の採決
　（８面）

（７月10日）
●令和２年度
　補正予算及び
　予算関係議案
　の審査（７面）

（７月６日）
●調査

（６月30日・７月２日）
●議案等の審査
　（６面）

（６月25日・26日・７月７日）
●知事提案説明
●代表質問（２面）
●一般質問（３面）

（６月11日～23日）
●議長、副議長の選出
●各委員の選任
●議案の審査
●議案の採決（８面）

（５月15日～６月４日）
本会議など

●知事提案説明
●議案の審査
●議案の採決（８面）

（４月24日）
本会議など 本会議 常任委員会 特別委員会 予算委員会 本会議

第1回臨時会 第2回定例会

令和2年第1回臨時会（4月24日）

（　  　　　　）令和2年第2回定例会 5月15日から
7月10日まで

編集・発行・お問合せ　議会局政策調査課
〒231-8588　横浜市中区日本大通 1
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FAX （045）210-8907
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　津久井やまゆり園事件から4年を迎えた7月26日、嶋村議長といそも
と副議長が、献花のために現地を訪れました。献花台の前で黙祷を行
い、19名の尊い命に哀悼の意を捧げました。県議会では、事件を決して
風化させることなく、誰もが互いに尊重し、差別と偏見のない、ともに生
きる社会の実現に向けて全力を尽くしてまいります。

ともに生きる社会の実現に向けて

神奈川県議会フェイスブック公式アカウント みなさんのフォローお待ちしております！

緑のハートのマーク　　は、県議会のマークです。緑は神奈川県の自然を表し、開かれたハートは、県議会の活動で県民の皆さまの心を一つにつなぎたいという、願いがこめられています。

　令和2年第1回神奈川県議会臨時会が4月24日に開かれ、国の新型
コロナウイルス感染症緊急経済対策を踏まえた緊急性の高い事業等を
措置するための総額 538 億 700 余万円の 4 月補正予算を可決しま
した。

　令和2年第2回神奈川県議会定例会は、5月15日から7月10日まで
開かれました。5月22日には、正副議長の選挙が行われ、議長には、
嶋村ただし議員（自民党）、副議長には、いそもと桂太郎議員（自民党）
が選出されました。

　5月20日には、緊急事態宣言の期間延長を踏まえ、事業活動に影響
を受けている事業者への更なる支援を行うための総額125億円の5月
補正予算を可決しました。
　さらに、7月10日には、5月補正予算編成後の状況の変化を踏まえ、
早急に対応する必要がある事業を行うための総額19億6,600余万円の
6 月補正予算（その 1）及び、新型コロナウイルス感染症対策に係る
国の第2次補正予算を踏まえ、医療提供体制の維持や県内経済の再開
と回復に向けた支援など、早急に対応する必要がある事業を行うための
総額1,492億7,900余万円の6月補正予算（その2）を可決しました。

令和2年第1回臨時会を開催 新型コロナウイルス感染症対策などの
補正予算を可決

議長、副議長決まる

令和２年（2020年）8月20日（木）発行 No.167議会かながわ 令和２年 第１回臨時会・第２回定例会

議会かながわは、県議会の審議の概要や活動内容を、年 4 回お知らせしており、新聞折り込み、県庁、市町村窓口、一部の金融機関、駅、コンビニ等でも配布しています。8

ご意見・ご感想はこちら
議会かながわ・議会広報全般についてのご意見・ご感想を、お寄せください。
■政策調査課広報・調整グループ　電 話：（045）210-7564
　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：（045）210-8907

●性犯罪に関する刑法の更なる改正を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症への対応に係る医療機関支援に関する意見書
●新型コロナウイルス感染症により影響を受ける薬局に対する支援を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症対策における経済的支援の拡充を求める意見書
●非正規雇用労働者をはじめとした労働者への更なる支援を求める意見書

可決された意見書の全文は県議会ホームページに掲載しています。
https://www.pref.kanagawa.jp/gikai/p80118.html

検索神奈川県議会  意見書

議案と各会派の賛否 令和２年第３回定例会
会議等の予定

会期：９月７日から12月17日まで（102日間）

議会の日程は、変更される場合があります。
最新の日程と開会時刻は、県議会ホームページでご覧いただ
くか、議会局までお問い合わせください。

※厚生常任委員会の審査において次の意見が付されて可決された
　【意見】
　　かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金を活用した「みんなの感謝お届け事業」の実施に
あたっては、寄附された方々のお気持ちを真摯に受け止めるとともに、医療や福祉等の現場で働く方々への
感謝と労いの気持ちが十分伝わるよう、これまでの議会における議論を踏まえ、効率的かつ効果的な執行に
努めること。

 審議
結果議案の分類 議 案 名 自
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一般会計補正予算（第３号）
一般会計補正予算（第４号）
県営住宅事業会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第５号）※

知事等の期末手当の特例に関する条例
知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
地方独立行政法人の役員等の損害賠償責任の一部免除に係る控除額を定める条例
かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金条例
県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
職員の給与及び通勤に要する費用の弁償に関する条例等
職員の特殊勤務手当に関する条例
神奈川県県税条例（定県第52号議案）
地方税法第37条の２第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例
事務処理の特例に関する条例
神奈川県局設置条例
神奈川県県税条例（定県第62号議案）
神奈川県犯罪被害者等支援条例
神奈川県漁港管理条例
神奈川県立の総合職業技術校に関する条例及び神奈川県立産業技術短期大学校条例
港湾の設置及び管理等に関する条例
神奈川県県営住宅条例
神奈川県迷惑行為防止条例
市町村立学校職員定数条例
動産の取得（イナビル吸入粉末剤20㎎行政備蓄用）
動産の取得（都道府県備蓄用ラピアクタ点滴静注液バイアル150㎎）
指定管理者の指定（相模湖交流センター）
指定管理者の指定（地球市民かながわプラザ）
指定管理者の指定（県民ホール及び音楽堂）
指定管理者の指定（神奈川近代文学館）
指定管理者の指定（21世紀の森）
指定管理者の指定（本港特別泊地及び本港環境整備施設）
指定管理者の指定（宮川特別泊地、宮川一時停係泊特別泊地及び宮川環境整備施設）
指定管理者の指定（ライトセンター）
指定管理者の指定（聴覚障害者福祉センター）
指定管理者の指定（足柄ふれあいの村）
指定管理者の指定（愛川ふれあいの村）
指定管理者の指定の変更（三浦しらとり園）
指定管理者の指定の変更（津久井やまゆり園）
東京都が管理する道路を神奈川県川崎市の区域に設置することに関する協議
二町谷北公園等の管理に関する事務の委託
訴訟の提起
監査委員の選任
収用委員会委員及び予備委員の任命

その他
（18件）

人事
（2件）

条例の
一部改正
（15件）

条例の
制定

（４件）

令和２年度
補正予算
（４件）

（会派名：左から　自民党、立憲民主党・民権クラブ、公明党、かながわ県民・民主フォーラム、県政会、共産党、わが町、大志会、神奈川ネット）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同意

○は賛成×は反対
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一般会計補正予算（第２号）
中小企業資金会計補正予算（第１号）
専決処分（神奈川県県税条例の一部を改正する条例）
専決処分（工事委託契約の締結）
専決処分（動産の取得）

令和２年度
補正予算（２件）

その他
（３件）

（会派名：左から　自民党、立憲民主党・民権クラブ、公明党、かながわ県民・民主フォーラム、県政会、共産党、わが町、大志会、神奈川ネット）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決

承認

○は賛成×は反対

第１回臨時会

第2回定例会

9月7日（月）

10日（木）
11日（金）
14日（月）
16日（水）
17日（木）
23日（水）
24日（木）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

10月1日（木）
2日（金）
6日（火）
7日（水）
9日（金）

12日（月）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
19日（月）
21日（水）
23日（金）
27日（火）
29日（木）

11月2日（月）
19日（木）

25日（水）

30日（月）
12月1日（火）

2日（水）
4日（金）
7日（月）

9日（水）

10日（木）
11日（金）
14日（月）
16日（水）
17日（木）

議会運営委員会、本会議（知事提案説明）、
議案説明会

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会、本会議（一般質問、付託）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

特別委員会

（予算委員会）

常任委員会（全委員会）

決算特別委員会

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（採決）

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（知事提案説明）、
議案説明会

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会、本会議（一般質問、付託）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

特別委員会

常任委員会（全委員会）

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（採決）

欠席者
等1名

欠席者
等1名

欠席者
等1名

欠席者
等1名

第２回定例会  可決された意見書
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県
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ま
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ともに生きる社会かながわ憲章
～この悲しみを力に、ともに生きる社会を実現します～
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代表質問、一般質問の模様は、インターネット中継でもご覧いただけます。新型コロナウイルス感染症対策として演壇に設置したアクリル板が、写真に写り込んでいます。 右のURL・２次元コードからホームページにアクセスできます。https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/

一 般 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は、左上から下に続きます。6月22日 月 ・23日 火6月22日 月 ・23日 火

開設にあたって、教育に必要な環境整備や地域との連
携と、開設に向けたスケジュールについて、教育長に伺う。

自民党
足柄下高 橋  延 幸

たかはし のぶゆき

整備にあたり、車いすで乗れるスクールバスを配置す
る等の環境を整え、また、地域の福祉作業所での作業学
習等で連携を図る。当初予定した令和３年４月の開設は、
新型コロナウイルス感染症予防対策等で工事が遅れ、難
しくなったが、令和３年度中の早い時期の開設を目指す。

中小・小規模企業支援策の広報、広域農道小田原湯河原線
の早期開通、箱根町の台風被害からの復旧などについて質問しました。

小田原養護学校湯河原・
真鶴方面分教室（仮称）について

このほか

問

答

保護者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の
医療的ケア児の預け先を県が確保するなど、安心して療養
できる環境整備が必要と考えるが、健康医療局長に伺う。

自民党
横浜市港北区武  田 　 翔

たけだ しょう

医療的ケア児については専用の受け入れ体制が必
要であり、かかりつけの医療機関に相談の上、医療型
短期入所施設や小児コロナ受入医療機関など、子ども
の状況に応じた適切な施設で受け入れていく。

コロナ禍での未病改善、ＩＣＴ※6を活用した地域医療構想
の推進、非正規労働者の県職員への採用などについて質問しました。

保護者感染時の医療的
　ケア※12児の預かり先の確保

このほか

問

答

コロナ禍での企業の雇用維持に関する支援や、労働者
の労働相談の充実にどう取り組むか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
横浜市南区岸  部 　 都

きしべ みやこ

街頭労働相談会のキャリアカウンセラー増員、雇用
調整助成金に関する個別相談会で助成金を直接申請で
きる手続きのワンストップ化、かながわ労働センターの
専用相談ダイヤルの新設、県ホームページ掲載の相談
事例集の充実に取り組み、企業と労働者を支援する。

コロナ禍における保育所支援・ＤＶ被害者支援・教員の確
保などについて質問しました。

コロナ禍の雇用をめぐる
　問題解決に向けた取り組み

このほか

問

答

三浦半島地域の経済活性化などにつながるⅡ期北
側区間のこれまでの取り組み状況と、今後の開通の見
通しについて、県土整備局長の見解を伺う。

自民党
三浦市石  川 　 巧

いしかわ たくみ

本路線Ⅱ期北側区間の整備に取り組んできたが、昨年
の台風などの影響により、完成に遅れが生じた。これ以上
の遅れが生じないよう綿密な調整を重ねた結果、工事が
順調に進めば、本年8月10日頃に開通できる見込み。

コロナ禍の農畜水産業者支援、CO₂排出実質ゼロ、三浦半
島移住・定住促進、水産業の成長産業化などについて質問しました。

三浦縦貫道路
　　　　Ⅱ期区間※11の整備

このほか

問

答

近年の大規模水害の多発を踏まえ、茅ヶ崎市内の小出
川や千の川の治水対策と国による相模川堤防整備を一層促
進すべきだが、今後の取り組みを県土整備局長に伺う。

自民党
茅ヶ崎市永 田  て る じ

ながた

小出川は、護岸※13や遊水地※14の整備を重点的に進め
るとともに、護岸整備が完了した千の川と併せ、水防災戦略
に基づき堆積土砂の撤去など治水対策を進める。また、相
模川の堤防未整備区間の更なる整備を国に強く働きかける。

圏央道の整備、新型コロナウイルス感染症を契機とした押
印の見直し・オンライン診療の推進などについて質問しました。

茅ヶ崎市内における
　　　相模川水系の治水対策

このほか

問

答

時間経過により消失してしまう証拠の採取等の課題
を、どう考えているのか、知事に伺う。

公明党
川崎市川崎区西 村  く に こ

にしむら

夜間や休日でも証拠採取ができる病院の体制や、専門
の保管場所の確保、医療従事者の育成などが必要なため、
被害者支援に意欲的な医療機関と調整してきたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で中断している。状況の落ち着
きを見据え、証拠採取等の実現に向け、検討を再開する。

新型コロナウイルス感染症の検査拡充、依存症対策、新し
い生活様式での認知症施策推進などについて質問しました。

「かならいん※8」における
　　　　性犯罪の証拠採取等

このほか

問

答

米軍基地の新型コロナウイルス感染者情報など、基
地の実情がみえない現状をどう認識し、日米地位協定
改定にどう取り組んでいくか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
横須賀市野 田  治 美

のだ はるみ

現行の協定には米側に情報公開の義務付けがないこと、
検疫や保健衛生に関する規定がないことが課題と考えてい
る。新型コロナへの対応を踏まえ、地位協定を改定し、情
報提供や国内法令の適用を引き続き国に求めていく。

感染症対策の専門人材確保・育成、持続可能な有機農業推
進、子どもの貧困対策と居場所づくりなどについて質問しました。

日米地位協定の改定に向けた
　　　　　　本県の取り組み

このほか

問

答

かながわ県民・民主フォーラム
相模原市緑区長友 よしひろ

ながとも

新型コロナ感染症の拡大は、コミュニティ形成のあり
方などに変化を及ぼすと考える。新しい生活様式におけ
る地域活動の課題解決のため、市町村や関係団体等に
情報提供を行うとともに、テクノロジーを活用したウィズ
コロナ※10時代における未来社会の創造を進めていく。

新型コロナウイルス感染症対策における県民の実態把握・
財源確保・県発注事業の着実な実施などについて質問しました。

新しい神奈川の創造
　　　「ニュー・ノーマル※9」

このほか

答

新型コロナウイルスにより訪れる「ニュー・ノーマル」
社会を、どう受け止め、創造していくのか、知事に質問。
問

用語解説
３
面

２
面

※１　クラスター
　「集団」をあらわす英語（cluster）で、新型コロナウイルス
感染症に関連して使用される場合は、「患者の集団」を指す。
※２-1　LINE　／　※２-2　LINE WORKS
　LINE は LINE（株）が提供する主にスマートフォン向け
コミュニケーション用アプリのことで、LINE WORKSはそ
のビジネス版のこと。
※３　ヘイトスピーチ
　特定の人種や民族、宗教などの少数者に対して、暴力や
差別をあおったり、おとしめたりする侮蔑的な表現のこと。
※４　DX
　Digital Transformationの略。データとデジタル技術を
活用して、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとと
もに、業務そのものや、組織、企業文化などを変革し、競争
上の優位性を確立すること。
※５　テレワーク
　I C T を利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働
き方のこと。
※６　I CT
　情報通信技術のこと。
※７　感染防止対策取組書
　店舗・施設等において、業種ごとに定められた感染対策
のガイドラインに沿った対策を取っていることを一覧で示し
たもの。店内・施設内に掲示し、来訪された方に、事業者
が行っている感染対策を、県内で統一されたフォーマットで
分かりやすく示すことができる。
※８　かならいん
　かながわ性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センター
のこと。
※９　ニュー・ノーマル
　「新たな日常」などと訳され、新型コロナウイルス感染症
に関連して使用される場合は、流行が沈静化した後も、今ま
での常識が元に戻るのではなく、新たな日常に取って代わら
れることを指す。
※10　ウィズコロナ
　新型コロナウイルス感染症による生活への影響が長期化
すると予測される中、「新型コロナウイルスとの共存」という
意味で使われる。
※11　三浦縦貫道路Ⅱ期区間
　横浜横須賀道路と国道134号とを連絡し、横須賀市と三
浦市の幹線道路網を強化する三浦縦貫道路のうち、平成12
年3月に供用開始した約５KmのⅠ期区間に続く、約4.4Km
の区間。この北側区間約1.9Kmの整備を平成16年度に着
手している。
※12　医療的ケア
　たんの吸引や鼻などから管を通して栄養剤を流し込む経
管栄養など、在宅で家族が日常的に行っている医療的介助
行為のことで、医療行為と区別している。
※13　護岸
　川を流れる水の作用（侵食作用など）から河岸や堤防を
守るためにコンクリートなどで覆う構造のもの。
※14　遊水地
　洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量（ピーク流量）を
減少させるために設けた区域のこと。

●請願の順序 ●陳情の順序

議長が受理します

陳情書の提出※1

常任委員会で
審査します

審査結果を
議長に報告します

陳情書提出者に
審査結果を通知します

陳情書の写しを
本会議に配付します

※2 委員会で審査
されない陳情

※3 県外住所から
の陳情

請願書の提出※1

本会議に提案されます

常任委員会で審査します

審査結果を本会議に報告します

本会議で採決します

請願書提出者に審査結果を通知します

採択された請願は執行機関に送付します

※１　請願・陳情の提出期日は原
則、付託日（常任委員会へ審査
を委託する日）の休日を除く２
日前となります。

　　　点字による請願・陳情の提出
期日は原則、付託日の休日を除
く７日前となります。

※２　公序良俗に反するもの、個人
の私生活の秘密を暴露するも
の、個人又は団体の名誉毀損
となるものなど、委員会で審査
されない場合があります。その
場合は、本会議に陳情書の写し
が配付されます。

　　　詳細については、県議会ホー
ムページに掲載しておりますの
で、ご確認ください。

※３　県内に住所を有しない方から
提出された陳情については、委
員会で審査されず、本会議に陳
情書の写しが配付されます。

　県政について、要望や意見等があるときは、どなたでも請願書や陳情書を県議会に提出できます。
　県議会議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情といい、提出された請願・陳情は次の流れで
取り扱われます。

　県議会では、新型コロナウイルス感染症対策の最前線で、医療、福祉、介護の業務に従事す
る方々を応援するための基金の設置等に係る条例を今定例会で可決しました。
　支援の原資として、県民・企業の皆様からの寄付金を募集していますので、あたたかいご支
援をよろしくお願いいたします。

■寄付方法等、詳しくは県HPをご覧ください。
　https://www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/covid-19_donation.html

■お問合せ　議事課委員会グループ　電話：（045）210-7546

■基金全般についてのお問合せ先
　県総合政策課　電話：（045）285-0645　FAX：（045）210-8819　

請願 ・陳情のご案内

「かながわコロナ医療・福祉等応援基金」※に寄付をお願いします

※条例上の基金の名称は「かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金」

基金を活用して実施する事業 ●みんなの感謝お届け事業 ……………… 9億9,287万円
●医療通訳ボランティアの感染防止対策 ………… 71万円 など
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新型コロナの影響を受けた県民のい
のちを守り、暮らしを支えるため、総合
的に生活困窮者対策や自殺対策を推進
すべきと考えるが、知事の見解を伺う。

問

新型コロナウイルスによる外来患者
の激減から、重点医療機関及び地域医
療を担う病院や診療所には、国や県の
財政的支援が必要だと思うが、知事に
見解を伺う。また、せめて前年度実績
比での減収分を助成できないか、伺う。

代 表 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は、左上から下に続きます。

新型コロナウイルス感染症が収束し
ない中での海水浴場開設をどう考える
のか。また、開設されない海岸の安全
対策にどう取り組むのか、知事に伺う。

新型コロナウイルス感染症の第２
波に備え、介護サービス提供体制の崩
壊をどう防ぐのか、知事に伺う。

問

感染が発生した施設へのクラス
ター※1対策チームの派遣、職員が感
染した施設への応援職員の派遣、在宅
高齢者の家族が感染して入院した際の
高齢者受け入れ施設の整備のほか、介
護施設等で感染者が発生した際は訪問
型ＰＣＲ検査を実施し、感染拡大を防ぐ。

答

緊急事態解除後の企業支援

非開設の海水浴場の安全対策

休業要請解除の考え方、かながわグランドデザイン
の見直し、医療提供体制の確保、失業者対策、公立
高等学校入学者選抜などについて質問しました。

このほか

細谷 政幸
まさゆきほそや

自民党
相模原市南区

新型コロナウイルス感染症に係る
緊急事態宣言解除後も経済停滞の長
期化が見込まれる中、中小企業・小規
模企業の支援について、知事の見解を
伺う。

県独自のガイドラインを基に、県
内全ての海水浴場が開設しないという
大変重い決断をされたと受け止めて
いる。安全対策については、例年並
みの安全対策が確保されていないこ
とを県内外に発信し、遊泳自粛やゴミ
放置禁止の看板を設置するほか、警
備員等による海岸パトロール、公益財
団法人日本ライフセービング協会との
水難事故防止に向けた協定の締結な
どにより安全対策を強化する。

介護サービス提供体制の
　　崩壊を防ぐ取り組み

問

問

答
石川 裕憲

ひろのりいしかわ

かながわ県民・民主フォーラム
川崎市麻生区

新型コロナウイルス感染症拡大防
止協力金第１弾の交付の遅れをどう捉
えているのか。また、第２弾について
どう取り組んでいるのか、知事に伺う。

る。申請から２週間程度で交付したい。

第１弾は申請書類の不備が多く、確
認等に時間を要したが、体制を強化し、
６月中に交付する。第２弾は申請書の表
記を工夫し、必要に応じて体制を強化す

県内中小企業・
　　　　小規模企業支援

要綱の見直しは、感染状況が悪化し、
予定の期日等で検定が難しい場合を想
定している。広報活動は、高校ガイド
ブックを県内国公立中学校の３年生に
配付し、県内公立高校の特色を紹介す
る有償冊子をホームページに掲載する。

令和３年度公立高等学校の入学者
募集及び選抜要綱はどのような場合に
見直しを行うのか。また、今後の広報
活動をどう進めるか、教育長に伺う。

公立高等学校入学者募集・選抜

このほか

緊急事態宣言解除後の神奈川ビジョン、県単独補
助事業の補助基準の格差是正、市町村と連携した
避難対策の強化などについて質問しました。

問

答

問

答

楠 梨恵子
くすのき りえこ

県政会
横浜市栄区

経営が悪化している医療機関をど
う支援するのか、知事に伺う。

空床補償、感染防止対策補助制度、
医療従事者等への慰労金を検討してい
る。機会あるごとに国に支援を要望する。

新型コロナウイルスによる
医療機関の経営悪化への支援

令和元年東日本台風と同程度の降
雨ならば緊急放流を回避でき、満潮時
でも氾濫しないと想定している。国管
理の宮ヶ瀬ダムとはLINE WORKS  　
等を活用し連携していく。新型コロナ
の感染に備え、交代要員を予め複数確
保する。

城山ダム洪水調節機能強化
このほか

県文化・スポーツ施設の再開、海水浴場を開設しな
い海岸の安全対策、外国人労働者支援、臨時休業明
けの小中学校の不登校対策について質問しました。

問

答

昨年の緊急放流を受け見直した運問

答

石田 和子
いしだ かずこ

共産党
川崎市高津区

悪化に対する支援は、国に要望していく。

医療機関の受診者減少に伴う経営

地域医療を担う病院や
　　診療所への財政支援

子どもたちの安全安心と学びを両
立させていくため、長期的な視点に
立った施策を国に働きかけていく。

学校での新型コロナウイルス対策
として身体的距離の確保のため、20
人程度で授業を行い、コロナ後も行
き届いた学びを保障し、小中高校の全
学年で少人数学級に踏み出すべきと
考えるが、教育長に伺う。

身体的距離と少人数学級

このほか

濃厚接触者や医療・福祉従事者への検査拡大、保
健所等の体制強化、高齢者・障がい者の支援事業
所への財政支援などについて質問しました。

問

答

問

答

小野寺 慎一郎
おのでら しんいちろう

公明党
横浜市旭区

住居確保給付金の支給や生活支援
総合相談窓口を開設してきたが、関係
部局が連携し、総合的に支援するため、
新たに「（仮称）県民生活支援庁内連絡

新型コロナウイルス感染
症による生活困窮者対策

文化芸術発信の場を提供し、優秀
作品に賞金を贈呈する。また、感染防
止対策に対応したイベント等への補助
制度をつくる。そして、新しい生活様
式に対応した取り組みの普及を図り、
活動再開に向けた後押しを進めていく。

アーティストや文化芸術団体の経
済的困窮は文化芸術の消滅につなが
る恐れがあるため、今後、どう支援し
ていくのか、知事の見解を伺う。

文化芸術への支援

このほか

ＤＸ※4推進、テレワーク※5のＩＣＴ※6環境整
備、県税減収時の財政運営、種苗法改正案を踏ま
えた新品種開発・普及などについて質問しました。

答

問

答

芥 川　薫
あくたがわ かおる

自民党
座間市

新型コロナウイルスへの感染リス
クがある中、任務にあたる救急隊員に、
必要な情報や物資を提供するための
県保健所と市町の消防の連携にどう取
り組むのか、知事の見解を伺う。

隊員の不安軽減のため、消防から
の照会に対し、搬送患者のＰＣＲ検査の
状況と結果の情報共有体制を整備する。
また、隊員の感染防止のため、緊急に

コロナ禍における
　　保健所と消防の連携

４月に創設した商店街等再起支援事
業費補助金の予算不足が想定されるた
め、感染症対策に取り組む商店街に対
し、感染防止対策取組書※7への協力を
条件に補助を行うための予算を増額す
る。また、地域の商店街で買い物をす
るきっかけとなる支援策も検討していく。

コロナ禍で大きな打撃を受けた商
店街の活性化にどう取り組むのか、知
事の見解を伺う。

商店街の活性化

このほか

在日米軍基地における新型コロナウイルス感染症
対策、学校給食の安定的な継続に向けた取り組み
などについて質問しました。

答

必要な物資は、保健所の備蓄物資を一
時的に提供する等、緊密な連携を図る。

問

問

答

緊急事態宣言が解除され、交通量
の増加に伴う交通事故の多発や、学校
の再開に伴う児童・生徒の交通事故の
被害が危惧されるが、交通死亡事故
抑止に向けたこれまでの取り組みと今
後の取り組みについて、警察本部長に
伺う。

新型コロナにより、社会的・経済的
影響を受け、心に傷を負った方に寄り
添った対応が必要と考えるが、こころの
ケアにどう取り組むのか、知事に伺う。

問

これまでの電話相談に加え、電話相
談にハードルを感じる方へは、ＬＩＮＥ  　
を活用した「いのちのほっとライン＠か
ながわ」を、自宅等での療養者や、医
療機関等での従事者へは、専用相談を
開始することで、県民のこころのケア
につなげていく。

答

公立小中学校の学びの保障

交通死亡事故抑止対策

新型コロナウイルス第２波への備え、介護現場の
感染防止対策の支援、ヘイトスピーチ※3対策、生
活困窮者の就労支援などについて質問しました。

このほか

中村 武人
なかむら たけと

立憲民主党・民権クラブ
横浜市神奈川区

新型コロナウイルス感染症拡大防
止の臨時休業から、教育活動が再開
され、児童・生徒の状況に応じた学習
支援や教職員の負担増大への配慮が
必要だが、どう支援するのか、教育長

これまで、二輪車事故と歩行者事
故の防止を重点に、交通指導取締と情
報発信をしてきた。今後は、夏の交通
事故防止運動で交通指導取締を強化
するほか、二輪車の特性等の周知や、
歩行者事故の防止を啓発する。

感染症対策を行いながら、児童・
生徒の資質・能力を育んでいく授業を
進めるため、市町村教育委員会と連携
し、現場の教員同士が各学校の効果
的な実践を共有し、研究協議を行える
新たな機会を設けるとともに、人的体
制の充実についても必要な対応を図る。

新型コロナウイルス禍に
　　おけるこころのケア

問

問

答

答

会議」を設置し、体制強化を図っていく。

に伺う。

6月16日 火・17日 水・18日 木

休業や営業時間を短縮した事業者答

を対象に第１弾、第２弾の協力金を交
付しているほか、国の補助金を活用し、

「感染防止対策」や「非対面ビジネスモ
デルの導入」の経費を対象とする補助
制度を今年度新設しており、補助金の
増額と対象業種の拡大を検討している。

用では、相模湾が満潮時でも相模川
の氾濫は防げるのか。また、宮ヶ瀬ダ
ムとの連携、ダム関係職員が新型コロ
ナウイルスに罹患した場合の対策につ
いて、知事に伺う。

※2-1

※2-2
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一 般 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は、左上から下に続きます。6月22日 月 ・23日 火6月22日 月 ・23日 火

開設にあたって、教育に必要な環境整備や地域との連
携と、開設に向けたスケジュールについて、教育長に伺う。

自民党
足柄下高 橋  延 幸

たかはし のぶゆき

整備にあたり、車いすで乗れるスクールバスを配置す
る等の環境を整え、また、地域の福祉作業所での作業学
習等で連携を図る。当初予定した令和３年４月の開設は、
新型コロナウイルス感染症予防対策等で工事が遅れ、難
しくなったが、令和３年度中の早い時期の開設を目指す。

中小・小規模企業支援策の広報、広域農道小田原湯河原線
の早期開通、箱根町の台風被害からの復旧などについて質問しました。

小田原養護学校湯河原・
真鶴方面分教室（仮称）について

このほか

問

答

保護者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の
医療的ケア児の預け先を県が確保するなど、安心して療養
できる環境整備が必要と考えるが、健康医療局長に伺う。

自民党
横浜市港北区武  田 　 翔

たけだ しょう

医療的ケア児については専用の受け入れ体制が必
要であり、かかりつけの医療機関に相談の上、医療型
短期入所施設や小児コロナ受入医療機関など、子ども
の状況に応じた適切な施設で受け入れていく。

コロナ禍での未病改善、ＩＣＴ※6を活用した地域医療構想
の推進、非正規労働者の県職員への採用などについて質問しました。

保護者感染時の医療的
　ケア※12児の預かり先の確保

このほか

問

答

コロナ禍での企業の雇用維持に関する支援や、労働者
の労働相談の充実にどう取り組むか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
横浜市南区岸  部 　 都

きしべ みやこ

街頭労働相談会のキャリアカウンセラー増員、雇用
調整助成金に関する個別相談会で助成金を直接申請で
きる手続きのワンストップ化、かながわ労働センターの
専用相談ダイヤルの新設、県ホームページ掲載の相談
事例集の充実に取り組み、企業と労働者を支援する。

コロナ禍における保育所支援・ＤＶ被害者支援・教員の確
保などについて質問しました。

コロナ禍の雇用をめぐる
　問題解決に向けた取り組み

このほか

問

答

三浦半島地域の経済活性化などにつながるⅡ期北
側区間のこれまでの取り組み状況と、今後の開通の見
通しについて、県土整備局長の見解を伺う。

自民党
三浦市石  川 　 巧

いしかわ たくみ

本路線Ⅱ期北側区間の整備に取り組んできたが、昨年
の台風などの影響により、完成に遅れが生じた。これ以上
の遅れが生じないよう綿密な調整を重ねた結果、工事が
順調に進めば、本年8月10日頃に開通できる見込み。

コロナ禍の農畜水産業者支援、CO₂排出実質ゼロ、三浦半
島移住・定住促進、水産業の成長産業化などについて質問しました。

三浦縦貫道路
　　　　Ⅱ期区間※11の整備

このほか

問

答

近年の大規模水害の多発を踏まえ、茅ヶ崎市内の小出
川や千の川の治水対策と国による相模川堤防整備を一層促
進すべきだが、今後の取り組みを県土整備局長に伺う。

自民党
茅ヶ崎市永 田  て る じ

ながた

小出川は、護岸※13や遊水地※14の整備を重点的に進め
るとともに、護岸整備が完了した千の川と併せ、水防災戦略
に基づき堆積土砂の撤去など治水対策を進める。また、相
模川の堤防未整備区間の更なる整備を国に強く働きかける。

圏央道の整備、新型コロナウイルス感染症を契機とした押
印の見直し・オンライン診療の推進などについて質問しました。

茅ヶ崎市内における
　　　相模川水系の治水対策

このほか

問

答

時間経過により消失してしまう証拠の採取等の課題
を、どう考えているのか、知事に伺う。

公明党
川崎市川崎区西 村  く に こ

にしむら

夜間や休日でも証拠採取ができる病院の体制や、専門
の保管場所の確保、医療従事者の育成などが必要なため、
被害者支援に意欲的な医療機関と調整してきたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で中断している。状況の落ち着
きを見据え、証拠採取等の実現に向け、検討を再開する。

新型コロナウイルス感染症の検査拡充、依存症対策、新し
い生活様式での認知症施策推進などについて質問しました。

「かならいん※8」における
　　　　性犯罪の証拠採取等

このほか

問

答

米軍基地の新型コロナウイルス感染者情報など、基
地の実情がみえない現状をどう認識し、日米地位協定
改定にどう取り組んでいくか、知事の所見を伺う。

立憲民主党・民権クラブ
横須賀市野 田  治 美

のだ はるみ

現行の協定には米側に情報公開の義務付けがないこと、
検疫や保健衛生に関する規定がないことが課題と考えてい
る。新型コロナへの対応を踏まえ、地位協定を改定し、情
報提供や国内法令の適用を引き続き国に求めていく。

感染症対策の専門人材確保・育成、持続可能な有機農業推
進、子どもの貧困対策と居場所づくりなどについて質問しました。

日米地位協定の改定に向けた
　　　　　　本県の取り組み

このほか

問

答

かながわ県民・民主フォーラム
相模原市緑区長友 よしひろ

ながとも

新型コロナ感染症の拡大は、コミュニティ形成のあり
方などに変化を及ぼすと考える。新しい生活様式におけ
る地域活動の課題解決のため、市町村や関係団体等に
情報提供を行うとともに、テクノロジーを活用したウィズ
コロナ※10時代における未来社会の創造を進めていく。

新型コロナウイルス感染症対策における県民の実態把握・
財源確保・県発注事業の着実な実施などについて質問しました。

新しい神奈川の創造
　　　「ニュー・ノーマル※9」

このほか

答

新型コロナウイルスにより訪れる「ニュー・ノーマル」
社会を、どう受け止め、創造していくのか、知事に質問。
問

用語解説
３
面

２
面

※１　クラスター
　「集団」をあらわす英語（cluster）で、新型コロナウイルス
感染症に関連して使用される場合は、「患者の集団」を指す。
※２-1　LINE　／　※２-2　LINE WORKS
　LINE は LINE（株）が提供する主にスマートフォン向け
コミュニケーション用アプリのことで、LINE WORKSはそ
のビジネス版のこと。
※３　ヘイトスピーチ
　特定の人種や民族、宗教などの少数者に対して、暴力や
差別をあおったり、おとしめたりする侮蔑的な表現のこと。
※４　DX
　Digital Transformationの略。データとデジタル技術を
活用して、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとと
もに、業務そのものや、組織、企業文化などを変革し、競争
上の優位性を確立すること。
※５　テレワーク
　I C T を利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働
き方のこと。
※６　I CT
　情報通信技術のこと。
※７　感染防止対策取組書
　店舗・施設等において、業種ごとに定められた感染対策
のガイドラインに沿った対策を取っていることを一覧で示し
たもの。店内・施設内に掲示し、来訪された方に、事業者
が行っている感染対策を、県内で統一されたフォーマットで
分かりやすく示すことができる。
※８　かならいん
　かながわ性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センター
のこと。
※９　ニュー・ノーマル
　「新たな日常」などと訳され、新型コロナウイルス感染症
に関連して使用される場合は、流行が沈静化した後も、今ま
での常識が元に戻るのではなく、新たな日常に取って代わら
れることを指す。
※10　ウィズコロナ
　新型コロナウイルス感染症による生活への影響が長期化
すると予測される中、「新型コロナウイルスとの共存」という
意味で使われる。
※11　三浦縦貫道路Ⅱ期区間
　横浜横須賀道路と国道134号とを連絡し、横須賀市と三
浦市の幹線道路網を強化する三浦縦貫道路のうち、平成12
年3月に供用開始した約５KmのⅠ期区間に続く、約4.4Km
の区間。この北側区間約1.9Kmの整備を平成16年度に着
手している。
※12　医療的ケア
　たんの吸引や鼻などから管を通して栄養剤を流し込む経
管栄養など、在宅で家族が日常的に行っている医療的介助
行為のことで、医療行為と区別している。
※13　護岸
　川を流れる水の作用（侵食作用など）から河岸や堤防を
守るためにコンクリートなどで覆う構造のもの。
※14　遊水地
　洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量（ピーク流量）を
減少させるために設けた区域のこと。

●請願の順序 ●陳情の順序

議長が受理します

陳情書の提出※1

常任委員会で
審査します

審査結果を
議長に報告します

陳情書提出者に
審査結果を通知します

陳情書の写しを
本会議に配付します

※2 委員会で審査
されない陳情

※3 県外住所から
の陳情

請願書の提出※1

本会議に提案されます

常任委員会で審査します

審査結果を本会議に報告します

本会議で採決します

請願書提出者に審査結果を通知します

採択された請願は執行機関に送付します

※１　請願・陳情の提出期日は原
則、付託日（常任委員会へ審査
を委託する日）の休日を除く２
日前となります。

　　　点字による請願・陳情の提出
期日は原則、付託日の休日を除
く７日前となります。

※２　公序良俗に反するもの、個人
の私生活の秘密を暴露するも
の、個人又は団体の名誉毀損
となるものなど、委員会で審査
されない場合があります。その
場合は、本会議に陳情書の写し
が配付されます。

　　　詳細については、県議会ホー
ムページに掲載しておりますの
で、ご確認ください。

※３　県内に住所を有しない方から
提出された陳情については、委
員会で審査されず、本会議に陳
情書の写しが配付されます。

　県政について、要望や意見等があるときは、どなたでも請願書や陳情書を県議会に提出できます。
　県議会議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情といい、提出された請願・陳情は次の流れで
取り扱われます。

　県議会では、新型コロナウイルス感染症対策の最前線で、医療、福祉、介護の業務に従事す
る方々を応援するための基金の設置等に係る条例を今定例会で可決しました。
　支援の原資として、県民・企業の皆様からの寄付金を募集していますので、あたたかいご支
援をよろしくお願いいたします。

■寄付方法等、詳しくは県HPをご覧ください。
　https://www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/covid-19_donation.html

■お問合せ　議事課委員会グループ　電話：（045）210-7546

■基金全般についてのお問合せ先
　県総合政策課　電話：（045）285-0645　FAX：（045）210-8819　

請願・陳情のご案内

「かながわコロナ医療・福祉等応援基金」※に寄付をお願いします

※条例上の基金の名称は「かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金」

基金を活用して実施する事業 ●みんなの感謝お届け事業 ……………… 9億9,287万円
●医療通訳ボランティアの感染防止対策 ………… 71万円 など
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代表質問、一般質問の模様は、インターネット中継でもご覧いただけます。新型コロナウイルス感染症対策として演壇に設置したアクリル板が、写真に写り込んでいます。 右のURL・２次元コードからホームページにアクセスできます。https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/

新型コロナの影響を受けた県民のい
のちを守り、暮らしを支えるため、総合
的に生活困窮者対策や自殺対策を推進
すべきと考えるが、知事の見解を伺う。

問

新型コロナウイルスによる外来患者
の激減から、重点医療機関及び地域医
療を担う病院や診療所には、国や県の
財政的支援が必要だと思うが、知事に
見解を伺う。また、せめて前年度実績
比での減収分を助成できないか、伺う。

代 表 質 問
紙面の都合上、質問・答弁の一部を掲載しています。詳しくは、９月上旬発行予定の神奈川県議会会議録をご覧ください。

会派名・選挙区は、質問時点のものです。
質問順は、左上から下に続きます。

新型コロナウイルス感染症が収束し
ない中での海水浴場開設をどう考える
のか。また、開設されない海岸の安全
対策にどう取り組むのか、知事に伺う。

新型コロナウイルス感染症の第２
波に備え、介護サービス提供体制の崩
壊をどう防ぐのか、知事に伺う。

問

感染が発生した施設へのクラス
ター※1対策チームの派遣、職員が感
染した施設への応援職員の派遣、在宅
高齢者の家族が感染して入院した際の
高齢者受け入れ施設の整備のほか、介
護施設等で感染者が発生した際は訪問
型ＰＣＲ検査を実施し、感染拡大を防ぐ。

答

緊急事態解除後の企業支援

非開設の海水浴場の安全対策

休業要請解除の考え方、かながわグランドデザイン
の見直し、医療提供体制の確保、失業者対策、公立
高等学校入学者選抜などについて質問しました。

このほか

細谷 政幸
まさゆきほそや

自民党
相模原市南区

新型コロナウイルス感染症に係る
緊急事態宣言解除後も経済停滞の長
期化が見込まれる中、中小企業・小規
模企業の支援について、知事の見解を
伺う。

県独自のガイドラインを基に、県
内全ての海水浴場が開設しないという
大変重い決断をされたと受け止めて
いる。安全対策については、例年並
みの安全対策が確保されていないこ
とを県内外に発信し、遊泳自粛やゴミ
放置禁止の看板を設置するほか、警
備員等による海岸パトロール、公益財
団法人日本ライフセービング協会との
水難事故防止に向けた協定の締結な
どにより安全対策を強化する。

介護サービス提供体制の
　　崩壊を防ぐ取り組み

問

問

答
石川 裕憲

ひろのりいしかわ

かながわ県民・民主フォーラム
川崎市麻生区

新型コロナウイルス感染症拡大防
止協力金第１弾の交付の遅れをどう捉
えているのか。また、第２弾について
どう取り組んでいるのか、知事に伺う。

る。申請から２週間程度で交付したい。

第１弾は申請書類の不備が多く、確
認等に時間を要したが、体制を強化し、
６月中に交付する。第２弾は申請書の表
記を工夫し、必要に応じて体制を強化す

県内中小企業・
　　　　小規模企業支援

要綱の見直しは、感染状況が悪化し、
予定の期日等で検定が難しい場合を想
定している。広報活動は、高校ガイド
ブックを県内国公立中学校の３年生に
配付し、県内公立高校の特色を紹介す
る有償冊子をホームページに掲載する。

令和３年度公立高等学校の入学者
募集及び選抜要綱はどのような場合に
見直しを行うのか。また、今後の広報
活動をどう進めるか、教育長に伺う。

公立高等学校入学者募集・選抜

このほか

緊急事態宣言解除後の神奈川ビジョン、県単独補
助事業の補助基準の格差是正、市町村と連携した
避難対策の強化などについて質問しました。

問

答

問

答

楠 梨恵子
くすのき りえこ

県政会
横浜市栄区

経営が悪化している医療機関をど
う支援するのか、知事に伺う。

空床補償、感染防止対策補助制度、
医療従事者等への慰労金を検討してい
る。機会あるごとに国に支援を要望する。

新型コロナウイルスによる
医療機関の経営悪化への支援

令和元年東日本台風と同程度の降
雨ならば緊急放流を回避でき、満潮時
でも氾濫しないと想定している。国管
理の宮ヶ瀬ダムとはLINE WORKS  　
等を活用し連携していく。新型コロナ
の感染に備え、交代要員を予め複数確
保する。

城山ダム洪水調節機能強化
このほか

県文化・スポーツ施設の再開、海水浴場を開設しな
い海岸の安全対策、外国人労働者支援、臨時休業明
けの小中学校の不登校対策について質問しました。

問

答

昨年の緊急放流を受け見直した運問

答

石田 和子
いしだ かずこ

共産党
川崎市高津区

悪化に対する支援は、国に要望していく。

医療機関の受診者減少に伴う経営

地域医療を担う病院や
　　診療所への財政支援

子どもたちの安全安心と学びを両
立させていくため、長期的な視点に
立った施策を国に働きかけていく。

学校での新型コロナウイルス対策
として身体的距離の確保のため、20
人程度で授業を行い、コロナ後も行
き届いた学びを保障し、小中高校の全
学年で少人数学級に踏み出すべきと
考えるが、教育長に伺う。

身体的距離と少人数学級

このほか

濃厚接触者や医療・福祉従事者への検査拡大、保
健所等の体制強化、高齢者・障がい者の支援事業
所への財政支援などについて質問しました。

問

答

問

答

小野寺 慎一郎
おのでら しんいちろう

公明党
横浜市旭区

住居確保給付金の支給や生活支援
総合相談窓口を開設してきたが、関係
部局が連携し、総合的に支援するため、
新たに「（仮称）県民生活支援庁内連絡

新型コロナウイルス感染
症による生活困窮者対策

文化芸術発信の場を提供し、優秀
作品に賞金を贈呈する。また、感染防
止対策に対応したイベント等への補助
制度をつくる。そして、新しい生活様
式に対応した取り組みの普及を図り、
活動再開に向けた後押しを進めていく。

アーティストや文化芸術団体の経
済的困窮は文化芸術の消滅につなが
る恐れがあるため、今後、どう支援し
ていくのか、知事の見解を伺う。

文化芸術への支援

このほか

ＤＸ※4推進、テレワーク※5のＩＣＴ※6環境整
備、県税減収時の財政運営、種苗法改正案を踏ま
えた新品種開発・普及などについて質問しました。

答

問

答

芥 川　薫
あくたがわ かおる

自民党
座間市

新型コロナウイルスへの感染リス
クがある中、任務にあたる救急隊員に、
必要な情報や物資を提供するための
県保健所と市町の消防の連携にどう取
り組むのか、知事の見解を伺う。

隊員の不安軽減のため、消防から
の照会に対し、搬送患者のＰＣＲ検査の
状況と結果の情報共有体制を整備する。
また、隊員の感染防止のため、緊急に

コロナ禍における
　　保健所と消防の連携

４月に創設した商店街等再起支援事
業費補助金の予算不足が想定されるた
め、感染症対策に取り組む商店街に対
し、感染防止対策取組書※7への協力を
条件に補助を行うための予算を増額す
る。また、地域の商店街で買い物をす
るきっかけとなる支援策も検討していく。

コロナ禍で大きな打撃を受けた商
店街の活性化にどう取り組むのか、知
事の見解を伺う。

商店街の活性化

このほか

在日米軍基地における新型コロナウイルス感染症
対策、学校給食の安定的な継続に向けた取り組み
などについて質問しました。

答

必要な物資は、保健所の備蓄物資を一
時的に提供する等、緊密な連携を図る。

問

問

答

緊急事態宣言が解除され、交通量
の増加に伴う交通事故の多発や、学校
の再開に伴う児童・生徒の交通事故の
被害が危惧されるが、交通死亡事故
抑止に向けたこれまでの取り組みと今
後の取り組みについて、警察本部長に
伺う。

新型コロナにより、社会的・経済的
影響を受け、心に傷を負った方に寄り
添った対応が必要と考えるが、こころの
ケアにどう取り組むのか、知事に伺う。

問

これまでの電話相談に加え、電話相
談にハードルを感じる方へは、ＬＩＮＥ  　
を活用した「いのちのほっとライン＠か
ながわ」を、自宅等での療養者や、医
療機関等での従事者へは、専用相談を
開始することで、県民のこころのケア
につなげていく。

答

公立小中学校の学びの保障

交通死亡事故抑止対策

新型コロナウイルス第２波への備え、介護現場の
感染防止対策の支援、ヘイトスピーチ※3対策、生
活困窮者の就労支援などについて質問しました。

このほか

中村 武人
なかむら たけと

立憲民主党・民権クラブ
横浜市神奈川区

新型コロナウイルス感染症拡大防
止の臨時休業から、教育活動が再開
され、児童・生徒の状況に応じた学習
支援や教職員の負担増大への配慮が
必要だが、どう支援するのか、教育長

これまで、二輪車事故と歩行者事
故の防止を重点に、交通指導取締と情
報発信をしてきた。今後は、夏の交通
事故防止運動で交通指導取締を強化
するほか、二輪車の特性等の周知や、
歩行者事故の防止を啓発する。

感染症対策を行いながら、児童・
生徒の資質・能力を育んでいく授業を
進めるため、市町村教育委員会と連携
し、現場の教員同士が各学校の効果
的な実践を共有し、研究協議を行える
新たな機会を設けるとともに、人的体
制の充実についても必要な対応を図る。

新型コロナウイルス禍に
　　おけるこころのケア

問

問

答

答

会議」を設置し、体制強化を図っていく。

に伺う。

6月16日 火・17日 水・18日 木

休業や営業時間を短縮した事業者答

を対象に第１弾、第２弾の協力金を交
付しているほか、国の補助金を活用し、

「感染防止対策」や「非対面ビジネスモ
デルの導入」の経費を対象とする補助
制度を今年度新設しており、補助金の
増額と対象業種の拡大を検討している。

用では、相模湾が満潮時でも相模川
の氾濫は防げるのか。また、宮ヶ瀬ダ
ムとの連携、ダム関係職員が新型コロ
ナウイルスに罹患した場合の対策につ
いて、知事に伺う。

※2-1

※2-2
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自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党共産党

立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 共産党

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 自民党立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 わが町 かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 自民党立憲民主党・
民権クラブ　

自民党

梅沢　裕之
う め ざ わ ひ ろ ゆ き

中村　武人
な か む ら た け と

上野 たつや
う え の

加藤　元弥
か と う も と や

桐生　秀昭
き り ゅ う ひ で あ き

浦道　健一
う ら み ち け ん い ち

作山 ゆうすけ
さくやま

原　　聡祐
は ら そ う す け

新堀　史明
し ん ぼ り ふ み あ き

岸部　　都
き し べ みやこ

須田 こうへい
す だ

いそもと 桂太郎
けいたろう

小野寺 慎一郎
しんいちろうお の で ら

あらい 絹世
き ぬ よ

市川 さとし
い ち か わ

大村　　悠
お お む ら ゆ う

松崎　　淳
ま つ ざ き じゅん

嶋村 ただし
し ま む ら

菅原 あきひと
すがはら

武田　　翔
た け だ しょう

大山 奈々子
お お や ま な 　 な 　 こ

小島　健一
こ じ ま け ん い ち

赤野 たかし
あ か の

柳下　　剛
やなぎした つよし

古賀　照基
こ 　 が て る き

内田 みほこ
う ち だ

すとう 天信
た か の ぶ

しきだ 博昭
ひ ろ あ き

曽我部 久美子
そ　が　べ く　み　こ

松田　良昭
ま つ だ よ し あ き

北井　宏昭
き た い ひ ろ あ き

田中　信次
た な か し ん じ

松本　　清
ま つ も と きよし

田村 ゆうすけ
た む ら

川崎　修平
か わ さ き しゅうへい

鈴木 ひでし
す ず き

ためや 義隆
よ し た か

県政会
楠　梨恵子

くすのき り 　 え 　 こ

自民党
田中 徳一郎
た な か と く い ち ろ う

立憲民主党・
民権クラブ　

市川 よし子
い ち か わ こ

自民党 自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

共産党
牧島　　功
ま き し ま いさお

竹内　英明
た け う ち ひ で あ き

亀井 たかつぐ
かめい

井坂　新哉
い さ か し ん や

野田　治美
の 　 だ は る み

公明党 自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

藤井　深介
ふ じ い し ん す け

森　　正明
もり ま さ あ き

米村　和彦
よ ね む ら か ず ひ こ

自民党
永田 磨梨奈
な が た ま 　 り 　 な

立憲民主党・
民権クラブ　

飯野 まさたけ
い い の

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 公明党県政会
市川　和広
い ち か わ か ず ひ ろ

脇　　礼子
わ き れ い こ

国松　　誠
く に ま つ まこと

松長　泰幸
ま つ な が や す ゆ き

渡辺 ひとし
わ た な べ

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 かながわ県民・
民主フォーラム

自民党
おざわ 良央

よ し な か

佐々木 ナオミ
さ　さ　き

永田 てるじ
な が た

桝　晴太郎
ま す せ い た ろ う

くさか 景子
け い こ

自民党 県政会 自民党
山口　貴裕
や ま ぐ ち た か ひ ろ

さとう 知一
と も か ず

堀江　則之
の り ゆ きほ り え

自民党 自民党 自民党大志会 公明党
藤代 ゆうや
ふ じ し ろ

菅原　直敏
す が わ ら な お と し

谷口 かずふみ
たにぐち

渡辺　紀之
わ た な べ の り ゆ き

長田　進治
お さ だ し ん じ

かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 自民党自民党
加藤　ごう
か と う

神倉　寛明
か み く ら ひ ろ あ き

近藤　大輔
こ ん ど う だ い す け

石川　　巧
い し か わ たくみ

自民党 自民党 自民党 自民党
芥川　　薫
あくたがわ かおる

杉本　　透
す ぎ も と とおる

綱嶋　洋一
つ な し ま よ う い ち

山本　　哲
や ま も と て つ

県政会 自民党 かながわ県民・
民主フォーラム

池田 東一郎
い け だ と う い ち ろ う

高橋　延幸
た か は し の ぶ ゆ き

佐藤　圭介
さ と う け い す け

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

高橋 栄一郎
た か は し え い い ち ろ う

望月　聖子
も ち づ き せ い こ

かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 公明党 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 かながわ県民・
民主フォーラム

自民党 立憲民主党・
民権クラブ　

てらさき 雄介
ゆうすけ

河本　文雄
か わ も と ふ み お

山口 美津夫
やまぐち み　つ　お

佐々木 正行
さ　さ　き ま さ ゆ き

細谷　政幸
ほ そ や ま さ ゆ き

京島 けいこ
きょうしま

小林　大介
こ ば や し だ い す け

長友 よしひろ
ながとも

自民党 共産党立憲民主党・
民権クラブ　

川本　　学
か わ も と まなぶ

たきた 孝徳
こ う と く

君嶋 ちか子
き み し ま こ

杉山　信雄
す ぎ や ま の ぶ お

立憲民主党・
民権クラブ　

斉藤 たかみ
さ い と う

共産党
石田　和子
い し だ か ず こ

自民党
小川 久仁子

お が わ く 　 に 　 こ

自民党 神奈川ネット 立憲民主党・
民権クラブ　

自民党 かながわ県民・
民主フォーラム

県政会かながわ県民・
民主フォーラム

柳瀬　吉助
や な せ き ち す け

土井 りゅうすけ
ど い

持田　文男
も ち だ ふ み お

佐々木 ゆみこ
さ さ き

青山　圭一
あ お や ま け い い ち

石川　裕憲
い し か わ ひ ろ の り

相原　高広
あ い は ら た か ひ ろ

公明党
西村 くにこ
に し む ら

立憲民主党・
民権クラブ　

栄居　　学
さ か い まなぶ

鶴見区（定数 3） 神奈川区（定数 3） 西区（定数 1）

港南区（定数 2）中区（定数 2） 南区（定数 2）

旭区（定数 3）保土ケ谷区（定数 2） 磯子区（定数 2）

港北区（定数 4）金沢区（定数 2）

青葉区（定数 3）緑区（定数 2） 都筑区（定数 2）

泉区（定数 2）戸塚区（定数 3） 栄区（定数 1） 瀬谷区（定数 1）

川崎市

相模原市

中央区（定数 3） 南区（定数 3）緑区（定数 2） 足柄下（定数 1）

綾瀬市（定数 1）座間市（定数 1） 寒川町（定数 1）

大和市（定数 3） 伊勢原市（定数 1） 海老名市（定数 1）

厚木市（定数 3）

秦野市（定数 2）

茅ヶ崎市（定数 3）小田原市（定数 2）

藤沢市（定数 5）

平塚市（定数 3） 鎌倉市（定数 2）

横須賀市（定数 5）

中原区（定数 3）川崎区（定数 3） 幸区（定数 2）

高津区（定数 3） 宮前区（定数 3） 多摩区（定数 2） 麻生区（定数 2）

選挙区別議員紹介

の数は選挙区ごとの議員定数です。

選挙区と定数

横浜市

鶴見区
川崎区

神奈川区

西区

中区南区

保土ケ谷区

磯子区

金沢区

港北区

戸塚区
港南区

旭区

緑区

瀬谷区

栄区

泉区

青葉区 都筑区 幸区

中原区

高津区
多摩区

宮前区
麻生区

横須賀市

平塚市

鎌倉市

藤沢市

小田原市

茅ヶ崎市

逗子市・
葉山町

相模原市

三浦市

秦野市

厚木市

大和市

伊勢原市

海老名市

座間市

南足柄市・足柄上

綾瀬市

横浜市

川崎市緑区
中央区

南区

愛川町・清川村

足柄下

大磯町・二宮町

寒川町

　

会　派　名

105 人

会派別議員数等

呼　　称 議員数 団　長 政務調査会会長

自由民主党神奈川県議会議員団
立憲民主党・民権クラブ神奈川県議会議員団
公明党神奈川県議会議員団
かながわ県民・民主フォーラム神奈川県議会議員団
県政会神奈川県議会議員団
日本共産党神奈川県議会議員団
わが町
大志会
神奈川ネットワーク運動

合　計（9 会派）定数 105 人

自民党
立憲民主党・民権クラブ
公明党
かながわ県民・民主フォーラム
県政会
共産党
わが町
大志会
神奈川ネット

国松　　 誠
松本　　 清
佐々木 正行
近藤　 大輔
相原　 高広
井坂　 新哉

ー
ー
ー

杉本 　　透
斉藤 たかみ
谷口 かずふみ
青山　 圭一
楠　 梨恵子
大山 奈々子

ー
ー
ー

50 人
26 人
 8 人
8 人
 5 人
 5 人
 1 人
 1 人
 1 人

※会派とは…議会内で結成された、同じ考えを持った議員のグループのことをいいます。
※４面、５面の各会派の構成は、令和２年７月 10日現在のものです。

大磯町・二宮町（定数 1） 愛川町・清川村（定数 1）

南足柄市・足柄上（定数 1）

逗子市・葉山町（定数 1） 三浦市（定数 1）
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特別委員会 特定の事件について審査・調査するために、必要があるときに設けられます。

予算委員会の主な質疑

委員会

区分

予算委員会
予算及び予算関係議案の審査を横断的かつ多角的に行うために設置されます。
本県議会では、原則として第１回定例会中に開催されます。
ただし、補正予算を審議する必要がある場合、他の定例会においても開催することができます。

あらい　絹　世（自民党）

浦　道　健　一（立憲民主党・民権クラブ）綱　嶋　洋　一（自民党）

永　田　磨梨奈
神　倉　寛　明
藤　代　ゆうや
梅　沢　裕　之
堀　江　則　之

永　田　てるじ
おざわ　良　央
河　本　文　雄
土井りゅうすけ

山　口　美津夫
石　川　　　巧
加　藤　元　弥
小　川　久仁子

高　橋　延　幸
山　本　　　哲
国　松　　　誠
持　田　文　男

菅原　あきひと
栄　居　　　学

佐々木　ナオミ
斉　藤　たかみ

市　川　さとし
赤　野　たかし

野　田　治　美
作山　ゆうすけ

佐々木　正　行 鈴　木　ひでし

京　島　けいこ 石　川　裕　憲

松　長　泰　幸

自　　民　　党

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ
公　　明　　党
かながわ県民・
民主フォーラム
県　　政　　会
神奈川ネット 佐々木　ゆみこ

（　　　　 ）
高　橋　栄一郎（自民党） 西　村　くにこ（公明党）古　賀　照　基（立憲民主党・民権クラブ）
青　山　圭　一 かながわ県民・

民主フォーラム さとう　知　一（県政会） 大　山　奈々子（共産党）

副委員長
委 員 長

理 事

委 員

神奈川県川崎競馬組合議会議員

神奈川県内広域水道企業団議会議員

監 査 委 員

議会選出委員 等

梅　沢　裕　之
（自民党）

小野寺　慎一郎
（公明党）

竹　内　英　明
（自民党）

堀　江　則　之
（自民党）

松　本　　　清
（立憲民主党・民権クラブ）

桐　生　秀　昭
（自民党）

持　田　文　男
（自民党）

松　田　良　昭
（自民党）

松　崎　　　淳
（立憲民主党・民権クラブ）

子ども・子育て・高齢社会対策 特別委員会
　子ども・子育て支援、児童虐待、いじめ対策、
2025年問題、多世代交流のまちづくりの推進、ね
んりんピック、特色ある教育、生涯学習環境の充実
について調査します。

ともに生きる社会かながわ推進 特別委員会
　ともに生きる社会かながわ憲章の推進、障がい者
施策の推進、新たな福祉施設のあり方、スポーツを
通じた共生社会の実現、インクルーシブ教育の推進
について調査します。

新型コロナウイルス感染症対策 特別委員会
　新型コロナウイルス感染症対策について調査しま
す。

社会問題・県土強靭化対策 特別委員会
　かながわ気候非常事態宣言の推進、SDGsの普
及推進、水防災戦略の推進、災害に強いまちづくり、
地域の防犯・防災活動の推進及び交通安全対策、
米軍基地について調査します。

経済・産業振興 特別委員会
　企業誘致・産業集積及び国際ビジネス、雇用対
策及び就業支援、エネルギー施策、観光振興、交
通基盤の整備、地域ブランドの推進について調査し
ます。

決算 特別委員会
　一般会計、特別会計、公営企業会計の決算を審
査します。
※決算認定議案が提出された場合に、設置されます。

各特別委員会の所管事項委　員　名　簿

委 員 長

副 委 員 長

自 民 党

公 明 党

県 政 会

か な が わ 県 民・
民 主 フ ォ ー ラ ム

共 産 党

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ

委
　
　
　
　
　
　員

現　　員

定　　数

新型コロナウイルス
感 染 症 対 策

市　川　さとし
栄　居　　　学
松　本　　　清

大　村　　　悠
高　橋　延　幸
川　崎　修　平
新　堀　史　明
原　　　聡　祐
加　藤　元　弥
土井りゅうすけ

（自民党）
藤　代　ゆうや

（立憲民主党・民権クラブ）
作山　ゆうすけ

佐々木　正　行

近　藤　大　輔

16

16

さとう　知　一

君　嶋　ちか子

ともに生きる社会
か な が わ 推 進

柳　瀬　吉　助
野　田　治　美

永　田　磨梨奈
山　口　美津夫
柳　下　　　剛
細　谷　政　幸
内　田　みほこ
松　田　良　昭

（自民党）
市　川　和　広

（立憲民主党・民権クラブ）
古　賀　照　基

西　村　くにこ

長友　よしひろ

13

13

－

上　野　たつや

脇　　　礼　子
小　林　大　介
岸　部　　　都

永　田　てるじ
武　田　　　翔
高　橋　栄一郎
桐　生　秀　昭
竹　内　英　明

（自民党）
芥　川　　　薫

（立憲民主党・民権クラブ）
米　村　和　彦

渡　辺　ひとし

曽我部　久美子

13

13

相　原　高　広

－

社 会 問 題・
県土強靭化対策

すとう　天　信
飯野　まさたけ
市　川　よし子

桝　　　晴太郎
神　倉　寛　明
山　口　貴　裕
小　島　健　一
森　　　正　明

（自民党）
田　中　徳一郎

（自民党）
石　川　　　巧

亀井　たかつぐ

青　山　圭　一

13

13

楠　　　梨恵子

－

経済・産業振興

須田　こうへい
望　月　聖　子
赤　野　たかし

加　藤　ご　う
山　本　　　哲
国　松　　　誠
いそもと桂太郎
小　川　久仁子

（立憲民主党・民権クラブ）
中　村　武　人

（自民党）
渡　辺　紀　之

谷口　かずふみ

佐　藤　圭　介

13

13

－

大　山　奈々子

子ども・子育て・
高 齢 社 会 対 策

　第２回定例会では、令和２年度の補正予算と予算関係議案を審査する予算委員
会が７月６日に開催されました。その主な質疑項目をご紹介します。
詳しくは、「令和２年第２回神奈川県議会定例会予算委員会記録」（９月上旬議会ホームページ公開予定）をご覧ください。

指定管理者制度と障がい者支援施設における指定管理

などについて質疑を行いました。

新型コロナウイルス感染症
●感染拡大防止対策
●学びの保障
●県内経済の再開と回復に向けた支援

●医療提供体制の維持確保と医療従事者等への支援
●学校における学習評価
●県の職員体制の強化
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委員会
区分

委　員　名　簿

議会運営委員会

常任委員会

議会の運営、会議規則や委員会条例に関することなどを協議・審査します。

自　　　　民　　　　党
立憲民主党・民権クラブ
公　　　　明　　　　党
かながわ県民・民主フォーラム
県　　　　政　　　　会

長　田　進　治（自民党）

作山　ゆうすけ（立憲民主党・民権クラブ）

市　川　さとし 栄　居　　　学 浦　道　健　一
谷口　かずふみ

石　川　　　巧 川　本　　　学 あらい　絹　世 柳　下　　　剛 土井りゅうすけ山　口　美津夫

石　川　裕　憲
相　原　高　広

共　　　　産　　　　党 井　坂　新　哉

常任委員会は、常設されている委員会で、本会議から付託された議案、請願の審査を行うほか、部局
の所管事項に関する調査も行っています。条例によって８つの常任委員会が設置され、議員はいずれ
か１つの委員会に所属しています（議長は除きます）。

副委員長
委 員 長

委 員

常任委員会で質疑された県の課題等

総 務 政 策
常 任 委 員 会

　補正予算と財政運営、ヘルス
ケア・ニューフロンティア政策、
ＳＤＧｓの推進、湘南国際村（新
型コロナウイルス感染症陽性患
者宿泊療養施設）などについて
質疑を行いました。

防 災 警 察
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症に
関連した消費生活相談・避難所
対策、県水防災戦略、交通安
全施設の維持管理などについて
質疑を行いました。

国際文化観光・スポーツ
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症の影響
に対する観光施策、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会の延
期、国際言語文化アカデミア廃止後
の事業展開、かながわ新型コロナウ
イルス感染症医療・福祉応援基金の
活用などについて質疑を行いました。

環 境 農 政
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症に
よる県内農林水産業への影響、
水源環境保全税、環境分野にお
けるドローンの活用、種苗法な
どについて質疑を行いました。

厚 生
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症の検査状
況・医療用防護マスク、かながわ新型
コロナウイルス感染症医療・福祉応援
基金、津久井やまゆり園利用者に係る
意思決定支援、障害者支援施設におけ
る利用者目線の支援推進検討部会の設
置などについて質疑を行いました。

産 業 労 働
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症拡
大防止協力金、中小企業・小
規模企業等の再起促進に係る支
援、テレワークの導入支援、ベ
ンチャー創出育成促進事業など
について質疑を行いました。

建 設 ・ 企 業
常 任 委 員 会

　海水浴場を開設しない海岸の
安全対策、県営水道事業経営計
画、県営住宅条例、県営水道に
おける停電時の対応などについ
て質疑を行いました。

文 教
常 任 委 員 会

　学校職員の給料等に関する条
例、学びの保障（オンライン授
業）、学校の臨時休業への対応、
県立高校改革の取り組み（IＣＴ
利活用、IＣＴ支援員の配備、プ
ログラミング教育等）などにつ
いて質疑を行いました。

※６面、７面の各委員会等の構成は、令和２年７月10日現在のものです。

委 員 長

副 委 員 長

自 民 党

公 明 党

県 政 会

か な が わ 県 民・
民 主 フ ォ ー ラ ム

共 産 党
わ が 町
大 志 会
神奈川ネット

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ

委
　
　
　
　
　
　員

現　　員
定　　数

脇　　　礼　子
古　賀　照　基
松　崎　　　淳

加　藤　ご　う
田　中　信　次
綱　嶋　洋　一
梅　沢　裕　之
竹　内　英　明

（自民党）
山　口　貴　裕

（立憲民主党・民権クラブ）
斉　藤　たかみ

佐々木　正　行
青　山　圭　一

13
13

楠　　　梨恵子
－
－
－
－

ためや　義　隆
米　村　和　彦
たきた　孝　徳

石　川　　　巧
藤　代　ゆうや
国　松　　　誠
小　島　健　一
土井りゅうすけ

（自民党）
原　　　聡　祐

（立憲民主党・民権クラブ）
浦　道　健　一

小野寺　慎一郎
京　島　けいこ

13
13

相　原　高　広
－
－
－
－

佐々木　ナオミ
市　川　さとし

桝　　　晴太郎
田村　ゆうすけ
田　中　徳一郎
いそもと桂太郎
松　田　良　昭

（立憲民主党・民権クラブ）
赤　野　たかし

（自民党）
川　崎　修　平

鈴　木　ひでし
佐　藤　圭　介

13
13

井　坂　新　哉
－
－
－

柳　瀬　吉　助
野　田　治　美

永　田　てるじ
渡　辺　紀　之
杉　本　　　透
杉　山　信　雄
持　田　文　男

（立憲民主党・民権クラブ）
小　林　大　介

（自民党）
山　本　　　哲

藤　井　深　介
長友　よしひろ

13
13

－
大　山　奈々子

－
－

佐々木　ゆみこ

望　月　聖　子
市　川　よし子
てらさき　雄介

高　橋　延　幸
武　田　　　翔
市　川　和　広
しきだ　博　昭
牧　島　　　功

（自民党）
高　橋　栄一郎

（公明党）
亀井　たかつぐ

－
近　藤　大　輔

13
13

－
石　田　和　子

－
菅　原　直　敏

－

柳　下　　　剛

菅原　あきひと
すとう　天　信
岸　部　　　都

永　田　磨梨奈
芥　川　　　薫
あらい　絹　世
加　藤　元　弥
堀　江　則　之

（自民党）

（自民党）
川　本　　　学

谷口　かずふみ
曽我部　久美子

13
13

－
君　嶋　ちか子

－
－
－

栄　居　　　学

飯野　まさたけ
松　本　　　清

山　口　美津夫
細　谷　政　幸
内　田　みほこ
桐　生　秀　昭
森　　　正　明

（立憲民主党・民権クラブ）

（自民党）
おざわ　良　央

西　村　くにこ
くさか　景　子

13
13

松　長　泰　幸
上　野　たつや

－
－
－

河　本　文　雄

須田　こうへい
中　村　武　人
作山　ゆうすけ

大　村　　　悠
神　倉　寛　明
新　堀　史　明
小　川　久仁子
長　田　進　治

（自民党）

（かながわ県民・民主フォーラム）
石　川　裕　憲

渡　辺　ひとし
－

13
13

池　田　東一郎
－

北　井　宏　昭
－
－

総 務 政 策 防 災 警 察 国際文化観光・スポーツ 環 境 農 政 厚 生 産 業 労 働 建 設・企 業 文 教

さとう　知　一
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特別委員会 特定の事件について審査・調査するために、必要があるときに設けられます。

予算委員会の主な質疑

委員会

区分

予算委員会
予算及び予算関係議案の審査を横断的かつ多角的に行うために設置されます。
本県議会では、原則として第１回定例会中に開催されます。
ただし、補正予算を審議する必要がある場合、他の定例会においても開催することができます。

あらい　絹　世（自民党）

浦　道　健　一（立憲民主党・民権クラブ）綱　嶋　洋　一（自民党）

永　田　磨梨奈
神　倉　寛　明
藤　代　ゆうや
梅　沢　裕　之
堀　江　則　之

永　田　てるじ
おざわ　良　央
河　本　文　雄
土井りゅうすけ

山　口　美津夫
石　川　　　巧
加　藤　元　弥
小　川　久仁子

高　橋　延　幸
山　本　　　哲
国　松　　　誠
持　田　文　男

菅原　あきひと
栄　居　　　学

佐々木　ナオミ
斉　藤　たかみ

市　川　さとし
赤　野　たかし

野　田　治　美
作山　ゆうすけ

佐々木　正　行 鈴　木　ひでし

京　島　けいこ 石　川　裕　憲

松　長　泰　幸

自　　民　　党

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ
公　　明　　党
かながわ県民・
民主フォーラム
県　　政　　会
神奈川ネット 佐々木　ゆみこ

（　　　　 ）
高　橋　栄一郎（自民党） 西　村　くにこ（公明党）古　賀　照　基（立憲民主党・民権クラブ）
青　山　圭　一 かながわ県民・

民主フォーラム さとう　知　一（県政会） 大　山　奈々子（共産党）

副委員長
委 員 長

理 事

委 員

神奈川県川崎競馬組合議会議員

神奈川県内広域水道企業団議会議員

監 査 委 員

議会選出委員 等

梅　沢　裕　之
（自民党）

小野寺　慎一郎
（公明党）

竹　内　英　明
（自民党）

堀　江　則　之
（自民党）

松　本　　　清
（立憲民主党・民権クラブ）

桐　生　秀　昭
（自民党）

持　田　文　男
（自民党）

松　田　良　昭
（自民党）

松　崎　　　淳
（立憲民主党・民権クラブ）

子ども・子育て・高齢社会対策 特別委員会
　子ども・子育て支援、児童虐待、いじめ対策、
2025年問題、多世代交流のまちづくりの推進、ね
んりんピック、特色ある教育、生涯学習環境の充実
について調査します。

ともに生きる社会かながわ推進 特別委員会
　ともに生きる社会かながわ憲章の推進、障がい者
施策の推進、新たな福祉施設のあり方、スポーツを
通じた共生社会の実現、インクルーシブ教育の推進
について調査します。

新型コロナウイルス感染症対策 特別委員会
　新型コロナウイルス感染症対策について調査しま
す。

社会問題・県土強靭化対策 特別委員会
　かながわ気候非常事態宣言の推進、SDGsの普
及推進、水防災戦略の推進、災害に強いまちづくり、
地域の防犯・防災活動の推進及び交通安全対策、
米軍基地について調査します。

経済・産業振興 特別委員会
　企業誘致・産業集積及び国際ビジネス、雇用対
策及び就業支援、エネルギー施策、観光振興、交
通基盤の整備、地域ブランドの推進について調査し
ます。

決算 特別委員会
　一般会計、特別会計、公営企業会計の決算を審
査します。
※決算認定議案が提出された場合に、設置されます。

各特別委員会の所管事項委　員　名　簿

委 員 長

副 委 員 長

自 民 党

公 明 党

県 政 会

か な が わ 県 民・
民 主 フ ォ ー ラ ム

共 産 党

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ

委
　
　
　
　
　
　員

現　　員

定　　数

新型コロナウイルス
感 染 症 対 策

市　川　さとし
栄　居　　　学
松　本　　　清

大　村　　　悠
高　橋　延　幸
川　崎　修　平
新　堀　史　明
原　　　聡　祐
加　藤　元　弥
土井りゅうすけ

（自民党）
藤　代　ゆうや

（立憲民主党・民権クラブ）
作山　ゆうすけ

佐々木　正　行

近　藤　大　輔

16

16

さとう　知　一

君　嶋　ちか子

ともに生きる社会
か な が わ 推 進

柳　瀬　吉　助
野　田　治　美

永　田　磨梨奈
山　口　美津夫
柳　下　　　剛
細　谷　政　幸
内　田　みほこ
松　田　良　昭

（自民党）
市　川　和　広

（立憲民主党・民権クラブ）
古　賀　照　基

西　村　くにこ

長友　よしひろ

13

13

－

上　野　たつや

脇　　　礼　子
小　林　大　介
岸　部　　　都

永　田　てるじ
武　田　　　翔
高　橋　栄一郎
桐　生　秀　昭
竹　内　英　明

（自民党）
芥　川　　　薫

（立憲民主党・民権クラブ）
米　村　和　彦

渡　辺　ひとし

曽我部　久美子

13

13

相　原　高　広

－

社 会 問 題・
県土強靭化対策

すとう　天　信
飯野　まさたけ
市　川　よし子

桝　　　晴太郎
神　倉　寛　明
山　口　貴　裕
小　島　健　一
森　　　正　明

（自民党）
田　中　徳一郎

（自民党）
石　川　　　巧

亀井　たかつぐ

青　山　圭　一

13

13

楠　　　梨恵子

－

経済・産業振興

須田　こうへい
望　月　聖　子
赤　野　たかし

加　藤　ご　う
山　本　　　哲
国　松　　　誠
いそもと桂太郎
小　川　久仁子

（立憲民主党・民権クラブ）
中　村　武　人

（自民党）
渡　辺　紀　之

谷口　かずふみ

佐　藤　圭　介

13

13

－

大　山　奈々子

子ども・子育て・
高 齢 社 会 対 策

　第２回定例会では、令和２年度の補正予算と予算関係議案を審査する予算委員
会が７月６日に開催されました。その主な質疑項目をご紹介します。
詳しくは、「令和２年第２回神奈川県議会定例会予算委員会記録」（９月上旬議会ホームページ公開予定）をご覧ください。

指定管理者制度と障がい者支援施設における指定管理

などについて質疑を行いました。

新型コロナウイルス感染症
●感染拡大防止対策
●学びの保障
●県内経済の再開と回復に向けた支援

●医療提供体制の維持確保と医療従事者等への支援
●学校における学習評価
●県の職員体制の強化
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委員会
区分

委　員　名　簿

議会運営委員会

常任委員会

議会の運営、会議規則や委員会条例に関することなどを協議・審査します。

自　　　　民　　　　党
立憲民主党・民権クラブ
公　　　　明　　　　党
かながわ県民・民主フォーラム
県　　　　政　　　　会

長　田　進　治（自民党）

作山　ゆうすけ（立憲民主党・民権クラブ）

市　川　さとし 栄　居　　　学 浦　道　健　一
谷口　かずふみ

石　川　　　巧 川　本　　　学 あらい　絹　世 柳　下　　　剛 土井りゅうすけ山　口　美津夫

石　川　裕　憲
相　原　高　広

共　　　　産　　　　党 井　坂　新　哉

常任委員会は、常設されている委員会で、本会議から付託された議案、請願の審査を行うほか、部局
の所管事項に関する調査も行っています。条例によって８つの常任委員会が設置され、議員はいずれ
か１つの委員会に所属しています（議長は除きます）。

副委員長
委 員 長

委 員

常任委員会で質疑された県の課題等

総 務 政 策
常 任 委 員 会

　補正予算と財政運営、ヘルス
ケア・ニューフロンティア政策、
ＳＤＧｓの推進、湘南国際村（新
型コロナウイルス感染症陽性患
者宿泊療養施設）などについて
質疑を行いました。

防 災 警 察
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症に
関連した消費生活相談・避難所
対策、県水防災戦略、交通安
全施設の維持管理などについて
質疑を行いました。

国際文化観光・スポーツ
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症の影響
に対する観光施策、東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会の延
期、国際言語文化アカデミア廃止後
の事業展開、かながわ新型コロナウ
イルス感染症医療・福祉応援基金の
活用などについて質疑を行いました。

環 境 農 政
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症に
よる県内農林水産業への影響、
水源環境保全税、環境分野にお
けるドローンの活用、種苗法な
どについて質疑を行いました。

厚 生
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症の検査状
況・医療用防護マスク、かながわ新型
コロナウイルス感染症医療・福祉応援
基金、津久井やまゆり園利用者に係る
意思決定支援、障害者支援施設におけ
る利用者目線の支援推進検討部会の設
置などについて質疑を行いました。

産 業 労 働
常 任 委 員 会

　新型コロナウイルス感染症拡
大防止協力金、中小企業・小
規模企業等の再起促進に係る支
援、テレワークの導入支援、ベ
ンチャー創出育成促進事業など
について質疑を行いました。

建 設 ・ 企 業
常 任 委 員 会

　海水浴場を開設しない海岸の
安全対策、県営水道事業経営計
画、県営住宅条例、県営水道に
おける停電時の対応などについ
て質疑を行いました。

文 教
常 任 委 員 会

　学校職員の給料等に関する条
例、学びの保障（オンライン授
業）、学校の臨時休業への対応、
県立高校改革の取り組み（IＣＴ
利活用、IＣＴ支援員の配備、プ
ログラミング教育等）などにつ
いて質疑を行いました。

※６面、７面の各委員会等の構成は、令和２年７月10日現在のものです。

委 員 長

副 委 員 長

自 民 党

公 明 党

県 政 会

か な が わ 県 民・
民 主 フ ォ ー ラ ム

共 産 党
わ が 町
大 志 会
神奈川ネット

立憲民主党・
民 権 ク ラ ブ

委
　
　
　
　
　
　員

現　　員
定　　数

脇　　　礼　子
古　賀　照　基
松　崎　　　淳

加　藤　ご　う
田　中　信　次
綱　嶋　洋　一
梅　沢　裕　之
竹　内　英　明

（自民党）
山　口　貴　裕

（立憲民主党・民権クラブ）
斉　藤　たかみ

佐々木　正　行
青　山　圭　一

13
13

楠　　　梨恵子
－
－
－
－

ためや　義　隆
米　村　和　彦
たきた　孝　徳

石　川　　　巧
藤　代　ゆうや
国　松　　　誠
小　島　健　一
土井りゅうすけ

（自民党）
原　　　聡　祐

（立憲民主党・民権クラブ）
浦　道　健　一

小野寺　慎一郎
京　島　けいこ

13
13

相　原　高　広
－
－
－
－

佐々木　ナオミ
市　川　さとし

桝　　　晴太郎
田村　ゆうすけ
田　中　徳一郎
いそもと桂太郎
松　田　良　昭

（立憲民主党・民権クラブ）
赤　野　たかし

（自民党）
川　崎　修　平

鈴　木　ひでし
佐　藤　圭　介

13
13

井　坂　新　哉
－
－
－

柳　瀬　吉　助
野　田　治　美

永　田　てるじ
渡　辺　紀　之
杉　本　　　透
杉　山　信　雄
持　田　文　男

（立憲民主党・民権クラブ）
小　林　大　介

（自民党）
山　本　　　哲

藤　井　深　介
長友　よしひろ

13
13

－
大　山　奈々子

－
－

佐々木　ゆみこ

望　月　聖　子
市　川　よし子
てらさき　雄介

高　橋　延　幸
武　田　　　翔
市　川　和　広
しきだ　博　昭
牧　島　　　功

（自民党）
高　橋　栄一郎

（公明党）
亀井　たかつぐ

－
近　藤　大　輔

13
13

－
石　田　和　子

－
菅　原　直　敏

－

柳　下　　　剛

菅原　あきひと
すとう　天　信
岸　部　　　都

永　田　磨梨奈
芥　川　　　薫
あらい　絹　世
加　藤　元　弥
堀　江　則　之

（自民党）

（自民党）
川　本　　　学

谷口　かずふみ
曽我部　久美子

13
13

－
君　嶋　ちか子

－
－
－

栄　居　　　学

飯野　まさたけ
松　本　　　清

山　口　美津夫
細　谷　政　幸
内　田　みほこ
桐　生　秀　昭
森　　　正　明

（立憲民主党・民権クラブ）

（自民党）
おざわ　良　央

西　村　くにこ
くさか　景　子

13
13

松　長　泰　幸
上　野　たつや

－
－
－

河　本　文　雄

須田　こうへい
中　村　武　人
作山　ゆうすけ

大　村　　　悠
神　倉　寛　明
新　堀　史　明
小　川　久仁子
長　田　進　治

（自民党）

（かながわ県民・民主フォーラム）
石　川　裕　憲

渡　辺　ひとし
－

13
13

池　田　東一郎
－

北　井　宏　昭
－
－

総 務 政 策 防 災 警 察 国際文化観光・スポーツ 環 境 農 政 厚 生 産 業 労 働 建 設・企 業 文 教

さとう　知　一
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ご意見・ご感想はこちら
議会かながわ・議会広報全般についてのご意見・ご感想を、お寄せください。
■政策調査課広報・調整グループ　電 話：（045）210-7564
　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：（045）210-8907

●性犯罪に関する刑法の更なる改正を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症への対応に係る医療機関支援に関する意見書
●新型コロナウイルス感染症により影響を受ける薬局に対する支援を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症対策における経済的支援の拡充を求める意見書
●非正規雇用労働者をはじめとした労働者への更なる支援を求める意見書

可決された意見書の全文は県議会ホームページに掲載しています。
https://www.pref.kanagawa.jp/gikai/p80118.html

検索神奈川県議会  意見書

議案と各会派の賛否 令和２年第３回定例会
会議等の予定

会期：９月７日から12月17日まで（102日間）

議会の日程は、変更される場合があります。
最新の日程と開会時刻は、県議会ホームページでご覧いただ
くか、議会局までお問い合わせください。

※厚生常任委員会の審査において次の意見が付されて可決された
　【意見】
　　かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金を活用した「みんなの感謝お届け事業」の実施に
あたっては、寄附された方々のお気持ちを真摯に受け止めるとともに、医療や福祉等の現場で働く方々への
感謝と労いの気持ちが十分伝わるよう、これまでの議会における議論を踏まえ、効率的かつ効果的な執行に
努めること。

 審議
結果議案の分類 議 案 名 自

民
立
民

公
明

県
政

民
主

共
産

わ
町

大
志

神
ネ

備
考

一般会計補正予算（第３号）
一般会計補正予算（第４号）
県営住宅事業会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第５号）※

知事等の期末手当の特例に関する条例
知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
地方独立行政法人の役員等の損害賠償責任の一部免除に係る控除額を定める条例
かながわ新型コロナウイルス感染症医療・福祉応援基金条例
県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
職員の給与及び通勤に要する費用の弁償に関する条例等
職員の特殊勤務手当に関する条例
神奈川県県税条例（定県第52号議案）
地方税法第37条の２第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例
事務処理の特例に関する条例
神奈川県局設置条例
神奈川県県税条例（定県第62号議案）
神奈川県犯罪被害者等支援条例
神奈川県漁港管理条例
神奈川県立の総合職業技術校に関する条例及び神奈川県立産業技術短期大学校条例
港湾の設置及び管理等に関する条例
神奈川県県営住宅条例
神奈川県迷惑行為防止条例
市町村立学校職員定数条例
動産の取得（イナビル吸入粉末剤20㎎行政備蓄用）
動産の取得（都道府県備蓄用ラピアクタ点滴静注液バイアル150㎎）
指定管理者の指定（相模湖交流センター）
指定管理者の指定（地球市民かながわプラザ）
指定管理者の指定（県民ホール及び音楽堂）
指定管理者の指定（神奈川近代文学館）
指定管理者の指定（21世紀の森）
指定管理者の指定（本港特別泊地及び本港環境整備施設）
指定管理者の指定（宮川特別泊地、宮川一時停係泊特別泊地及び宮川環境整備施設）
指定管理者の指定（ライトセンター）
指定管理者の指定（聴覚障害者福祉センター）
指定管理者の指定（足柄ふれあいの村）
指定管理者の指定（愛川ふれあいの村）
指定管理者の指定の変更（三浦しらとり園）
指定管理者の指定の変更（津久井やまゆり園）
東京都が管理する道路を神奈川県川崎市の区域に設置することに関する協議
二町谷北公園等の管理に関する事務の委託
訴訟の提起
監査委員の選任
収用委員会委員及び予備委員の任命

その他
（18件）

人事
（2件）

条例の
一部改正
（15件）

条例の
制定

（４件）

令和２年度
補正予算
（４件）

（会派名：左から　自民党、立憲民主党・民権クラブ、公明党、かながわ県民・民主フォーラム、県政会、共産党、わが町、大志会、神奈川ネット）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同意

○は賛成×は反対

 審議
結果議案の分類 議 案 名 自

民
立
民

公
明

県
政

民
主

共
産

わ
町

大
志

神
ネ

備
考

一般会計補正予算（第２号）
中小企業資金会計補正予算（第１号）
専決処分（神奈川県県税条例の一部を改正する条例）
専決処分（工事委託契約の締結）
専決処分（動産の取得）

令和２年度
補正予算（２件）

その他
（３件）

（会派名：左から　自民党、立憲民主党・民権クラブ、公明党、かながわ県民・民主フォーラム、県政会、共産党、わが町、大志会、神奈川ネット）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決

承認

○は賛成×は反対

第１回臨時会

第2回定例会

9月7日（月）

10日（木）
11日（金）
14日（月）
16日（水）
17日（木）
23日（水）
24日（木）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

10月1日（木）
2日（金）
6日（火）
7日（水）
9日（金）

12日（月）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
19日（月）
21日（水）
23日（金）
27日（火）
29日（木）

11月2日（月）
19日（木）

25日（水）

30日（月）
12月1日（火）

2日（水）
4日（金）
7日（月）

9日（水）

10日（木）
11日（金）
14日（月）
16日（水）
17日（木）

議会運営委員会、本会議（知事提案説明）、
議案説明会

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会、本会議（一般質問、付託）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

特別委員会

（予算委員会）

常任委員会（全委員会）

決算特別委員会

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（採決）

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（知事提案説明）、
議案説明会

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会、本会議（一般質問、付託）

常任委員会
（総務政策、防災警察、国際文化観光・スポーツ、環境農政）

常任委員会（厚生、産業労働、建設・企業、文教）

特別委員会

常任委員会（全委員会）

議会運営委員会

議会運営委員会、本会議（採決）

欠席者
等1名

欠席者
等1名

欠席者
等1名

欠席者
等1名

第２回定例会  可決された意見書

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の
大
変
痛
ま
し
い

事
件
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
真
の
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

憲
章
全
文
は
こ
ち
ら

一  

私
た
ち
は
、
あ
た
た
か
い
心
を
も
っ
て
、

　

  

す
べ
て
の
人
の
い
の
ち
を
大
切
に
し
ま
す

一  

私
た
ち
は
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

　

  

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
ま
す

一  

私
た
ち
は
、
障
が
い
者
の
社
会
へ
の
参
加
を
妨
げ
る

　

  

あ
ら
ゆ
る
壁
、
い
か
な
る
偏
見
や
差
別
も
排
除
し
ま
す

一  

私
た
ち
は
、
こ
の
憲
章
の
実
現
に
向
け
て
、

　

  

県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
す

ともに生きる社会かながわ憲章
～この悲しみを力に、ともに生きる社会を実現します～




